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与薬インシデントを減少させるための取り組み

淺田　道幸　　NHO 旭川医療センター　
　　　　　　　〒 070-8644 北海道旭川市花咲町 7 丁目 4048 番地
　　　　　　　Phone:0166-51-3161,Fax:0166-53-9184   　E mail:asada.m@asahikawa.hosp.go.jp

要　　　旨

　当院では与薬に関するインシデントが前年度 700 件中 225 件と内容と分類別では一番報告が
多く、例年トップを占めている現状である。与薬に関するインシデントの要因として確認不足
が一番多く、他に業務繁忙により与薬手順を守っていない等がある。確認不足の原因について
与薬準備・実施のどの手順でインシデントが発生しているのか明らかにされていない。与薬準
備・実施のマニュアルがどの段階で遵守されていないのかを明らかにし、与薬のインシデント
減少につなげる。
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取り組み

はじめに

　当院では与薬に関するインシデントが前年度 700 件
中 225 件と内容と分類別では一番報告が多く、例年ト
ップを占めている現状である。与薬に関するインシデ
ントの要因として確認不足が一番多く、他に業務繁忙
により与薬手順を守っていない等があった。確認不足
の原因について与薬準備・実施のどの手順でインシデ
ントが発生しているのか明らかにされていない。

Ⅰ　目的

　与薬準備・実施のマニュアルがどの段階で遵守され
ていないのかを明らかにし、与薬のインシデント減少
につなげる

Ⅱ　方法

　自作の質問紙調査　
　対象は病棟看護師
　調査期間　取組実施前　5 月 13 日～ 5 月 26 日
　　　　　　取組実施後　9 月 11 日～ 9 月 28 日
　分析方法　①強化期間前５月、質問紙にて調査する。
　　　　　　②与薬手順を遵守されていない部分を明

確にする。
　　　　　　③標語作成し、標語による７月８月強化

期間を設定する。
　　　　　　④強化期間後９月、質問紙にて調査する。
　　　　　　⑤強化期間前後の比較分析をする。
　　　　　　⑥前年度の同時期と比較分析する。
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　質問紙（図１）と標語（図２）の内容を示す。
　倫理的配慮
　A 病院臨床研究倫理委員会の承認を得ている。個人
が特定できないよう配慮するなどプライバシーを保護
する。アンケートの回収をもって同意とした。

Ⅲ　結果

　強化期間前の質問紙配布数は 162 枚、回収率 91％。
強化期間後の質問紙配布数は 163 枚、回収率 88.9％で
あった。
　「薬の準備の遵守」については強化期間前後ともに、
各項目に大きな差はみられなかった（図３）。「内服実
施時の遵守」については①フルネームで確認する②薬
を説明し配薬するが強化期間後「できている」と増加
した（図４）。

　「薬の準備で気をつけていること」は③薬袋の内容
を指差呼称で確認する②患者名を指差呼称で確認する
ことが多く（図５）、「内服実施で気をつけていること」
は①フルネームで確認する③服薬を確認する　という
事か多かった。前年度と今年度の同月の 7 月、8 月を
比較した結果、平成 26 年度 7 月 22 件、8 月 21 件で、
患者数に対する割合も 10.2％、10.1％であったのに対

質問紙の内容

図１

標語の内容

図２

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

残りの薬袋の服用日時を再確認する

薬の数を再確認する

残数を確認し、薬袋に記載する

薬袋を指差呼称で確認する

患者名を指差呼称で確認する

薬を準備する場所の選択する

薬の準備 遵守率 強化月間前後の比較

後 前

図３

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

③内服を確認する

②薬を説明し、配薬する

①フルネームで確認する

内服実施 遵守率

後 前

図４

5

36

80

14

24

7

0 20 40 60 80 100

薬を準備する場所を選択

患者名を指差し呼称で確認

薬袋を指差し呼称で確認

残数確認し薬袋に記載

薬の数を再確認

残りの薬袋の服用日時を再確認

薬の準備で気を付けていること（複数回答）

図５ 図 5



― 57 ―

し、平成 27 年度は 7 月 18 件、8 月 13 件であり、割
合も 7.7% から 6% へと減少した（図６）。

Ⅳ　考察

　与薬手順調査前後では大きな差はみられなかった。
しかし、調査を行うことで看護師の与薬に対する手技
の振り返りにつながったと考える。また、一定期間標
語を掲げることで誤薬防止に対する意識づけにつなが
ったと考える。前年度と今年度の同時期の比較をした
結果、7 月・8 月のヒヤリハット件数が前年度より減
少していたため誤薬防止強化期間の設定は効果があっ
たと考える。

　本論文の要旨は、日本医療マネジメント学会第 15
回北海道支部学術集会（2015 年 10 月 17 日、札幌）
にて発表した。
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